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ヨーロッパ経済論２ 
担当村上 

 
第 2講 現代ヨーロッパ経済を見る基礎 
１．経済経過・経済秩序・経済基盤 
「経済経過」（Wirtschatsablauf）日々の経済の流れ、数量的変動 
「経済秩序」（Wirtschaftsordnung）日々の流れを支える枠組み、ルールや制度 
「経済基盤」（Wirtschaftsgrundlagen）経済外の領域にあって経済を支える土台 

 
・経済秩序は、経済基盤を支える 
・経済基盤は、経済秩序・経済基盤を支える 
・逆に、経済経過が経済秩序・経済基盤に作用することもある 
→類層的に把握することで、相互の関連性を視野に入れることができる 
 

表１ 経済の類層的把握 

１． 経済経過 
a.ミクロ：個別経済活動、市場過程 
b.マクロ：経済循環の諸過程、経済変動（景気・雇用など）の動態 

２． 経済秩序 
 2.1．実質秩序（経済構造） 
 a.ミクロ：個別経済構造―家計構造、企業構造（企業形態、経営管理体制、企業間組織など） 
 b.メ ゾ：産業構造－産業構成（部門別、地域別、規模別など）、産業組織（市場構造、市

場形態など） 
 c.マクロ：総体経済構造（公私部門構成、国民経済生活構成、貨幣体制、財政組織、国際経

済関係など） 
 2.2．形式秩序（経済体制） 
 a.総体経済の調整管理方式 
 b.生産手段の所有方式 

３． 経済基盤 
a.自然的基盤：自然産業資源（地形、地味、地表、地下、水、海洋などの資源） 
       自然生活環境（大気、水、風光など） 
b.人 的 基 盤 ：人口の量（数、密度、性別・年齢構成、動態など）、人口の質（体力、体

質、気質など） 
c.文化的基盤：科学・技術、慣習・倫理・精神、社会・政治体制、国際環境など 

   出所：野尻武敏『経済政策原理』晃洋書房, 1976, pp.69-70. 
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２．経過政策、秩序政策、基盤政策 
 「手段の投入点」により 
  ①経過政策（Ablaufspolitik） 
 ②秩序政策（Ordnungspolitik） 
③基盤政策（Grundlagenpolitik） 

 にわけられる 
 
○３つの政策手段ならびにその対象領域の特徴 

・ 経過政策が最も「経済」的、基盤政策が最も「非経済」的 

・ 経過政策は量的な性質を持ち数量的に確定できるが、秩序政策は質的な性質を持ち、多

く場合数量的確定が困難ないし不可能 

・ 経過政策は短期的、秩序政策および基盤政策は長期的 

・ 政策目的は、結局は経済経過を通じて実現されるから、経過政策、秩序政策、基盤政策

は、目的としては立体的に構成される 

 
①経過政策的手段→価格や数量に対して直接・間接に介入する 
②秩序政策的手段→ルールや制度などを変更したり、新たに創設したりする 
③基盤政策的手段→非経済的要因に影響を与える 

 
・ 経済秩序・経済基盤が安定→経過政策中心 
・ 経済秩序・経済基盤が変化→秩序政策、基盤政策が必要 
・ 経済経過に影響を与えるために、秩序政策や基盤政策を行ったり、その逆もありうる 

 
 

３．経済秩序・経済基盤の変化 
① 経済秩序の変化 
 東欧共産主義圏の崩壊→市場経済化 
 東西ドイツの統合 
 欧州連合の成立→地域統合 
 経済のグローバル化の進展 
 福祉国家の限界 
 
② 経済基盤の変化 
 自然環境問題の深刻化 
 人口の少子化・高齢化 
 欧州連合の成立→経済統合から政治統合へ 
 情報技術の発達 
 文明の衝突 
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１．ヨーロッパの概要 
（１）「ヨーロッパ」（Europa）の由来 
説その１：ヨーロッパ：ギリシャ神話のフェニキア王の娘エウロペ（Europe）に由来 
説その２：アッシリアの碑文にある、日没する所(西)を意味する"ereb"の転訛。 
１５世紀にエラスムスがエウロパレス＝「キリスト教世界」と表現。 
その後キリスト教との結びつきが薄れ、概念が完全に定着したのは 1700年前後 

 
（２）地理的範囲 
南：地中海 北：北極海   
西：大西洋 東：ウラル山脈～ボスポラス海峡・ダーダネルス海峡 
→ロシアの１／３、トルコの数％を含む 
40カ国以上が含まれる 
 
� ヨーロッパの特徴 
• 他民族 ゲルマン系、ラテン系、ケルト系、スラブ系等々、さらに移民 

• 多言語 およそ36カ国語 

• キリスト教→近年はイスラム等多様な宗教が存在 

• 経済的豊かさ：資料参照 

 
２．EU諸国の概要 
（１）EU加盟国 
 EU（Europäische Union, Union européenne, European Union)=欧州連合 

EU15：ベルギー  フランス  オランダ イタリア ルクセンブルク ドイツ 
デンマーク  アイルランド イギリス ギリシャ スペイン ポルトガル オース
トリア フィンランド スウェーデン 

EU25：チェコ ハンガリー エストニア マルタ キプロス（南キプロス） 
ポーランド ラトビア スロベニア リトアニア スロバキア 

EU27：ブルガリア ルーマニア 
 
（２）ユーロ圏：オーストリア ベルギー フィンランド フランス ドイツ ギリシャ 

アイルランド イタリア ルクセンブルク オランダ ポルトガル スペイン 
スロベニア  
キプロス マルタ（2008年 1月より） スロバキア（2009年 1月から） 

（３）EU諸国の概要 
 人口：4億 9974万人 アメリカ 3億人、日本 1億 2千万人 
  人口の最大はドイツ 8200万、次いでフランス、イギリス、イタリアが 6000万弱。 
 面積：397万㎢   アメリカ 963万㎢ 日本38万㎢ 
   フランスが最大で 55万 次にスペインが 50万  
 言語：23カ国語が公用語。 
 宗教：カトリック、プロテスタント、ギリシャ正教 
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表 1 ヨーロッパに属する国     

  国名 首都 
EU 加

盟国 
  国名 首都 

EU 加

盟国 

1 アイスランド共和国 レイキャヴィーク   23 ノルウェー王国 オスロ ○ 

2 アイルランド ダブリン ○ 24 バチカン市国     

3 アルバニア共和国 ティラナ   25 ハンガリー共和国 ブダペスト ○ 

4 アンドラ公国 アンドラ・ラ・ヴェリャ   26 フィンランド共和国 ヘルシンキ ○ 

5 イギリス ロンドン ○ 27 フランス共和国 パリ ○ 

6 イタリア共和国 ローマ ○ 28 ブルガリア共和国 ソフィア ○ 

7 ウクライナ キエフ   29 ベラルーシ共和国 ミンスク   

8 エストニア共和国 タリン ○ 30 ベルギー王国 ブリュッセル ○ 

9 オーストリア共和国 ウィーン ○ 31 ポーランド共和国 ワルシャワ ○ 

10 オランダ王国 アムステルダム ○ 32 ボスニア・ヘルツェゴビナ サラエボ   

11 ギリシャ共和国 アテネ ○ 33 ポルトガル共和国 リスボン   

12 クロアチア共和国 ザグレブ   34 マケドニア共和国 スコピエ   

13 サンマリノ共和国 サンマリノ   35 マルタ共和国 バレッタ ○ 

14 スイス連邦 ベルン   36 モナコ公国 モナコ   

15 スウェーデン王国 ストックホルム ○ 37 モルドバ共和国 キシニョフ   

16 スペイン マドリード ○ 38 モンテネグロ共和国 ポドゴリツァ   

17 スロバキア共和国 ブラチスラバ ○ 39 ラトビア共和国 リガ ○ 

18 スロベニア共和国 リュブリャナ ○ 40 リトアニア共和国 ビリニュス ○ 

19 セルビア共和国 ベオグラード   41 リヒテンシュタイン公国 ファドゥーツ   

20 チェコ共和国 プラハ ○ 42 ルーマニア ブカレスト ○ 

21 デンマーク王国 コペンハーゲン ○ 43 ルクセンブルク大公国 ルクセンブルク ○ 

22 ドイツ連邦共和国 ベルリン ○ 44 ロシア連邦 モスクワ   

        

  トルコ共和国 アンカラ       

  キプロス ニコシア ○     

 
 
 


